
１１月１２日にオール浦和

区の会講演と結成のつどいが行

われ後援会の方も多数参加し、

８０名を超える活発な集いとな

りました。講師の白鳥勲さんは

４０年間高校教師を務められ、

現在は生活保護所帯などの中高

生の自宅訪問や学習教室を７年

間続けています。全国ですすめ

られている学習支援塾の責任者

もされています。今回シリーズ

改憲問題Ｎｏ．４では、白鳥先

生のご好意により講演会の内容

をご紹介します。

＊憲法の理念を生かして、すべ

ての子ども・若者に温もりある

社会を＊

昨年、生活困窮者自立支援法

が成立した。厚生労働省と各自

治体が２分の1ずつの費用を出

して生活困窮者の子どものため

の学習支援塾が今、全国に展開

されている。無料で学習教室に

子どもたちを誘って、マンツー

マンで教えている。埼玉県では、

全国に先駆けて７年前からこの

ような学習運動がすすめられて

きた。

＊わからないことはわからない

と言う＊

４人に１人が生活保護所帯。

家庭訪問して驚いたのは平日の

昼間だというのに中学生６～７

人の１人が家にいること。引き

こもりで不登校になっている。

貧困問題は特に２０００年以降

に顕著にあらわれてきた。前年

に労働者派遣法が成立。それま

で多少賃金が安いけれど、正社

員として働いてきた（2面に）
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《
日
々
想
》

職
場
で
は
社
交
的
、

家
で
は
自
閉
症
と
言

わ
れ
て
い
る
▼
子
ど

も
は
と
っ
く
に
巣
立

ち
、
夫
と
猫
一
匹
の

三
人
（
？
）
暮
ら
し
。

仕
事
か
ら
帰
る
と
好

き
な
読
書
に
没
頭
す

る
が
、
そ
の
時
大
切

な
の
は
視
界
に
夫
が

入
ら
な
い
事
。
あ
る

有
名
な
建
築
家
の
弁

に
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

「
定
年
退
職
な
ど
で

夫
婦
が
一
緒
に
い
る

時
間
が
長
く
な
っ
た

ら
、
家
の
中
に
死
角

を
作
り
お
互
い
が
視

野
に
入
ら
な
い
時
間

を
つ
く
る
こ
と
が
大

事
」
ら
し
い
▼
話
は

変
わ
る
が
、
友
だ
ち

に
犬
み
た
い
に
人
な

つ
こ
い
男
性
が
い
る
。

彼
が
帰
宅
し
て
家
族

が
寛
ぐ
居
間
に
嬉
々

と
し
て
入
っ
て
い
く

と
、
奥
さ
ん
か
ら
一

言
。
「
ハ
ウ
ス
！
」

▼
笑
え
な
い
よ
う
で

い
て
笑
え
る
。
（
ち
）

さ
い
た
ま
市
議
会
議
員

と
り
う
み
敏
行

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
早
い
も
の
で
１
２
月
に
入
り
ま
し
た
。
朝
晩
の
冷

え
込
み
も
一
層
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。

さ
て
、
９
月
議
会
で
は
Ｈ
２
７
年
度
の
決
算
が
、
共
産
党
や
自
民
党
な
ど

の
反
対
で
不
認
定
に
な
っ
た
こ
と
は
す
で
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

来
年
行
わ
れ
る
市
長
選
挙
を
前
に
何
と
し
て
も
独
自
候
補
を
出
し
た
い
と
執

念
を
燃
や
す
自
民
党
は
、
毎
年
の
予
算
に
は
賛
成
し
な
が
ら
も
、
清
水
市
政

と
の
違
い
を
明
確
に
し
よ
う
と
対
決
色
を
示
し
て
い
ま
す
。
清
水
勇
人
市
政

の
２
期
８
年
は
、
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
姿
勢
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
大
型
開
発
に
は
多
額
の
税
金
を
惜
し
げ
も
な
く
つ
ぎ
込
み
、
数
々
の

イ
ベ
ン
ト
（
国
際
芸
術
祭
・
自
転
車
競
技
・
国
際
マ
ラ
ソ
ン
）
で
人
を
呼
び

込
ん
で
「
選
ば
れ
る
さ
い
た
ま
市
」
を
つ
く
る
と
言
い
な
が
ら
、
一
方
で
は

敬
老
祝
い
金
削
減
、
市
民
税
や
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
、
保
育
園
、
市
営
住

宅
、
高
齢
者
施
設
な
ど
の
増
設
は
、
「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
計
画
で

ほ
と
ん
ど
新
設
は
行
い
ま
せ
ん
。
消
費
税
８
％
へ
の
増
税
な
ど
も
加
わ
っ
て

市
民
生
活
は
か
つ
て
な
く
疲
弊
し
て
い
る
の
に
こ
の
１
２
月
議
会
で
は
２
年

連
続
で
、
議
員
や
市
長
、
副
市
長
、
教
育
長
な
ど
の
期
末
手
当
引
き
上
げ
の

議
案
を
提
案
す
る
な
ど
、
市
民
の
生
活
の
厳
し
さ
を
一
顧
だ
に
せ
ず
、
そ
の

姿
勢
は
多
く
の
市
民
か
ら
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
毎
回
の
市
長
選
挙
で
、
日
本
共
産
党
も
参
加
す
る
、

「
み
ん
な
の
さ
い
た
ま
市
を
つ
く
る
会
」
が
、
１
２
月
２
日
の
代
表
者
会
議

で
予
定
候
補
者
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
記
事
が
読
者
の
目
に
触
れ
る
こ
ろ

に
は
記
者
会
見
も
行
わ
れ
て
、
正
式
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
永
い

間
市
内
の
小
学
校
の
教
員
を
務
め
、
こ
の
間
の
安
保
法
制
廃
止
の
県
民
運
動

の
中
心
を
担
っ
て
活
動
を
広
げ
れ
来
た
Ｍ
先
生
で
す
。

今
度
こ
そ
私
た
ち
の
市
長
を
送
り
出
し
ま
し
ょ
う
。
私
も
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

み
ん
な
の
市
長
実
現
で
、
暮
ら
し
優
先
の
さ
い
た
ま
市
を

市
長
選
候
補
者
決
ま
る
！

シリーズ

改憲問題 №４

う
ら
わ
だ
い
こ

解
体
屋
の
家
系

親

郵
政

子

農
協

小
泉
家

（
東
口

さ
ぶ
老
）

チ
ェ
ン
ジ

“

憲
法
”
で
は
な
く
、“

安
倍
政
権
だ
”

国
民

（
岸
町

佐
久
間
純
）

川
柳

核
兵
器
禁
止
を
拒
む
被
爆
国

遠
退
い
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
頼
み
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

ジ
ョ
ー
カ
ー
を
引
か
れ
慌
て
る
安
倍
・
財
界

（
東
口

さ
ぶ
老
）

失
政
を
多
弁
で
ご
ま
か
す
安
倍
政
権

オ
バ
マ
さ
ん
任
期
中
に
何
を
し
た

ま
た
や
っ
た
強
行
採
決
許
さ
な
い

（
岸
町

だ
ん
吉
）

俳
句

水
底
や
落
ち
葉
の
上
を
緋
鯉
游
ぐ

（
岸
町

佐
々
木
幹
広
）

訪
ね
て
も
訪
ね
て
も
留
守
冬
の
草

花
八
つ
手
余
生
な
ど
な
く
逝
き
し
兄

寒
灯
の
零
る
る
窓
や
あ
る
じ
病
む

（
前
地
三

Ｓ
・
Ｍ
）

標
本
の
翅
を
正
し
て
冬
支
度

胸
張
っ
て
ゐ
る
は
鳥
の
み
冬
の
園

降
る
雪
の
速
さ
大
き
さ
揃
ひ
だ
す

（
本
太
一

Ｙ
・
Ｙ
）

明
治
村
に
て
三
句

小
春
日
や
高
等
遊
民
集
う
部
屋

紅
葉
色
写
し
寝
る
猫
苦
沙
弥
宅

手
に
皹
の
明
治
の
女
立
ち
し
土
間

（
前
地
三

寿
美
礼
）

うらわ宿文芸

日本国憲法を生かして格差・貧困の克服を

彩の国子ども・若者支援ネットワーク代表理事

白鳥 勲さん

街角情報・・・

絵手紙（北浦和 浜本とみ子）

浦和区東仲町で小中学生を対象に学

習塾を開いている、吉田雅人さんをご紹

介します。

吉田さんは３０年前か

ら様々な学習塾で教えて

きましたが、現在は単な

る進学するための塾でな

く本当の考える力を身に

付けることを目的として

国語と算数・数学を教え

ています。特に小学生の

国語では、自ら児童文学

書を５００冊以上読んだ

中から選定し、生徒間で

討論し、記述するという

ユニークな課題授業をしています。

吉田さんのもう一つの顔は、環境問題

に取り組んでいることです。ＮＰＯ法人

埼玉グリーンプラの副理事長兼事務局長

をつとめ、生分解性プラスチック（愛称

グリーンプラ・バイオマスプラスチック）

の啓蒙と利活用を行っています。また、

地球温暖化や原発問題などの環境問題に

も本格的に取り組み、啓蒙活動を進めて

います。そんな吉田さんに来月から「う

らわ宿」紙上で、地球温暖化の現状やＣ

ＯＰ２２やパリ協定の問題についてわか

りやすく解説をお願いしています。どう

ぞご期待下さい。（古澤）

※「街角情報」は、浦和区の人、

店、風景、歴史、名所などを紹介

するコーナーです。



（1面より）

人たちの多くが解雇され、派遣・

非正規社員になった。先が見えな

い中、貧困化がすすみ、親が子ど

もたちの世話ができなくなる。大

人社会が崩れて、子どもの発達が

蝕まれる。私たちの教えている中

学生の半分位は小学３年～４年生

の学力でストップしている。中学

１年生で学ぶプラスとマイナスが

わからない。大人に質問したり、

困っていると言うことができない。

困ってもＳＯＳが出せない。こう

いう中で、私は子どもに言うこと

は１つだけ。「大変だけど、わか

らないことはわからないと意思表

示することがあなた方の仕事です」

これしか言わない。子どもは２時

間の授業の中で１つでもわかると

霧が晴れてという心境になり、と

りあえず、明日学校に行ってみよ

うかと心の変化が生まれる。

＊子どもの貧困率１６.３％の現実＊

母子世帯の生活費は月平均１５

万円。母１人子１人として２人で

１食３００円から４００円の食事

しかとれない。親の経済力で学び

の機会に差が出て、子どもの発達

の可能性が奪われ、低学力、不登

校、いじめが生まれる。

＊子どもの貧困とは＊

貧困世帯の子どもたちは親のい

ろいろな困難を背負い、学校に行

けば競争を強いられ、自己責任を

言われ、卒業してからもいい仕事

に就けない。いろいろな困難をずっ

と背負っていく。これが貧困の実

態である。

＊奪われた｢連帯する心と技術｣＊

競争に勝つことが第一。戦争が

できる国づくりの一環として、教

育は国家の統治行為（安倍教育再

生会議）と位置づけられ、労働政

策、労務管理として少数のエリー

トと学力の低い大量の若者が作り

だされている。

＊家庭訪問と学習教室の７年間＊

政府も貧困の存在をやっと認め、

２０１３年に子どもの貧困対策法

をつくった。私たちは、奨学金問

題や生活保護世帯、就学援助世帯、

失業世帯に働きかけて、家庭訪問

や学習塾をすすめている。現在、

埼玉県内で７３教室の運営が公的

な費用で行われている。

＊事業を支えた原動力＊

貧困問題は国が行うべき政治の

問題だ。行政をはじめとしたたく

さんの人がかかわってきた。最近

では、県内すべての政党が応援し

熱心にとりくむまでになった。

＊いま、やるべきこと＊

「主権者教育を学校地域で」

「行政、地域で貧困をなくし、子

どもたちを暖かく見守り、学習到

達度を向上させ。健康的な生活習

慣を促進・支援しよう。公平性を

子どもの幸福度の課題の中心に位

置づけよう」

＊ ＊ ＊ ＊ ＊

教育現場を熟知している先生だ

けに、憲法に基づいた教育の実現、

子どもたちの幸福の実現について

のお話は迫真の講演でした。（編

集部 阿久津）

《参加者の感想より》

・休みなしで働いてきた。働くの

をやめて年金生活にはいったが、

２ヶ月で１１万円にしかならず、

今は生活保護を受給している。私

も子どもも生活に追われ、貧困問

題を考える余裕すらない。これが

社会の現実だから、少し余裕のあ

る人が考え、市民レベルで例えば

公民館で母子家庭の子にご飯をつ

くってをあげるなどしていくこと

が大事だと思う。そうでないと変

わらない。（Ｂさん）

・子どもたちの経済的貧困を利用

して、兵隊にいかざるを得ない状

況をつくり出そうとしている。障

がい者も動員される恐れがある。

今の世の中、おせっかいが必要。

想像を働か

せて子ども

に対応して

いくことが

大切なこと

（Ｄさん）
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１
１
月
２
０
日
、
「
安
保
法
制
の
発

動
許
す
な
！
入
間
基
地
拡
張
ス
ト
ッ
プ
！

緑
の
森
を
守
ろ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
１
１
・
２
０
埼
玉
県
集
会
が
入
間
市

彩
の
森
入
間
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

浦
和
か
ら
は
さ
い
た
ま
南
平
和
委
員
会

の
バ
ス
で
２
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
は
３
０
０
０
人
超
。

到
着
後
、
平
和
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ

の
案
内
で
自
衛
隊
病
院
が
作
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
る
留
保
地
（
旧
米
軍
基
地
跡

地
）
の
見
学
に
向
か
い
ま
し
た
。
公
園

の
中
を
５
分
も
歩
く
と
フ
ェ
ン
ス
の
向

こ
う
は
大
木
が
林
立
す
る
う
っ
そ
う
と

し
た
森
で
し
た
。

集
会
で
、
野
党
統
一
候
補
だ
っ
た
伊

波
参
議
院
議
員
は
米
軍
基
地
に
苦
し
む

沖
縄
の
人
々
の
闘
い
に
ふ
れ
、
と
り
わ

け
高
江
で
は
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
の
た
め
、

や
ん
ば
る
の
森
が
伐
採
さ
れ
て
い
る
と

訴
え
ま
し
た
。
そ
の
森
に
は
絶
滅
危
惧

種
の
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
の
営
巣
地
が
７
０
〜

８
０
も
あ
り
、
自
然
破
壊
が
深
刻
だ
と

の
こ
と
で
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
で
は
、
当
日
駆
け
つ
け

警
護
が
付
与
さ
れ
た
自
衛
隊
の
南
ス
ー

ダ
ン
へ
の
出
発
の
日
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
安
倍
首
相
へ
の
怒
り
の
声
が
多
数

聞
か
れ
ま
し
た
。

◆
米
軍
基
地
も
い
ら
な
い
が
、
自
衛
隊

の
基
地
も
い
ら
な
い
。
九
条
守
っ
て

平
和
な
日
本
に
。

◆
阿
部
首
相
に
「
平
和
」
の
言
葉
を
使
っ

て
ほ
し
く
な
い
。

◆
百
里
基
地
に
行
っ
た
が
、
自
衛
隊
機

を
飛
ば
す
と
燃
料
代
が
一
回
１
０
０

万
円
も
か
か
る
と
い
う
、
年
金
が
下

が
る
と
い
う
の
に
ひ
ど
い
話
だ
。

◆
福
島
で
は
今
で
も
仮
設
住
宅
で
暮
ら

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
軍
事
費
を
増

額
す
る
の
は
納
得
で
き
な
い
。

◆
バ
ス
で
初
め
て
集
会
参
加
し
た
が
楽

し
か
っ
た
。

自
己
紹
介

や
感
想
も

聞
け
た
し
、

歩
か
ず
会

場
に
横
付

け
、
パ
レ
ー

ド
で
疲
れ

て
も
解
散

場
所
に
待
っ

て
い
て
く

れ
た
。

（
編
集
部
）

基
地
は
も
う
い
ら
な
い

11
・20
埼
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◆浦和区、緑区、見沼区、岩槻区４区合同講演会

１２月１４日（水）１８時３０分開会

さいたま共済会館６階

「市民と野党の共闘をどうすすめるか」

～参院選、県知事選をたたかった新潟の実践から学ぶ

講師 瀧澤豊秋さん（新潟県革新懇代表世話人）

◆市政報告会＆もちつき＆忘年会

１２月１７日（土）１０：００～ 瀬ケ崎自治会館

市政報告 とりうみ敏行市議会議員

主催 浦和東後援会

◆浦和区後援会望年会

１２月１７日（土）１４：００～

コラボ２１ 会費１，０００円

どなたでも参加できます。大いに語りあいましょう。

＊耳より情報＊

ススキの穂が風に揺

れてました。サトイモ

の大きな葉が朝露を集

めて水玉を作っていま

した。水玉は、葉の上

で日の光を受けコロコ

ロ回っていたが風に吹

かれてポトリと落ちま

した。そんな晩秋を過

ぎると見沼

田圃にも冬

がやってきます。

農家の庭にある一本

の柿の木も葉を落とし、

冷たい北風がまとわり

つく。枝の先に一個の

実がある。吸い込まれ

そうな青い冬空に鮮や

かな紅色をして吊り下

がっている。冬を越す

鳥たちのために残した

のか、住んでいる農夫

の心根の優しさを感じ

ます。

冬は匂いのない冷た

い北風が吹く。空気が

よく澄み、田圃から頂

上付近を白くした富士

山が新都心の高層ビル

の間に姿を見せます。

これは驚き

だ。冬でも

見えるのは数日、春夏

秋は、どんなに晴れて

も姿を見せることはな

い。 冬の見沼田圃は、

青空の下冷たい北風を

やり過ごすように静か

に春を待ちます。

人の影はない。

（領家 仙億勝蔵）

松元ヒロさんの「ケン

ポー君」を観た。日本国

憲法の擬人化である。

「僕はケンポー、今年で

７０歳、最近ボクが現実

に合わないから変えようっ

て話が・・・。おかしい

じゃないですか？ボクは

理想だったはず、それを・・・

普通は現実を理

想に近づけよう

と努力するのに、理想を

現実に合わせるって？・・・」

因みにヒロさんは、憲法

『前文』の全文を諳んじ

る・・・圧巻である。小

学校で習った憲法の前文

「日本の国民が世界平和

を・・・」って、なんて

たいそうな・・・。しか

し、子どもの頃読んだこ

のこの文は、日本国民と

して生まれてすごく誇ら

しかった。よく「今の憲

法で日本は守れるの？」

と聞かれる。変えたら日

本を守れるかと言うと、

違うのではないかと。軍

隊があるから攻めてくる

な！と言ったところで、

せめてくる奴は

攻めてくるし・・・。

今でも個別自衛権もある

しテロ特措法もある。私

は、不自由を感じない！！

さて、松元ヒロさん、

毎月３日、「アベ首相を

許さない」国会前行動で

お会いした。笑いと共に

元気をもらえるから不思

議だ。

（木崎一 Ｉ．Ｎ）

冬の見沼田圃ケンポー君


